
 平成23年度当初予算　予算要求シート

-

今年度要求のポイント

研修会講師謝礼金23,000×5回

事業内容

22年度予算

英語教育推進業務等委託料

事業期間 　H　～　H　　

145,187

・中学校へはS62年度から、小学校へは
H12年度からＮＳの派遣を開始

・小学校は、各学級年10回NSを派遣
・中学校は、2・3学期NSを派遣

【経過（～22年度】 【23年度】

会場借上料

事業目的

印刷製本費

合計

・小学校外国語活動の推進…5･6年の外国語活動にNSを派遣（各学級年
10回）
・各小学校に外国語活動担当を置き、外国語活動を推進する人材の育
成
・中学校英語教育の推進…2・3学期にNSを派遣
・高等学校英語教育の推進…NSを年間配置（非常勤職員）
・英語教育コーディネーターの配置…教員の指導力向上、教材研究及
びT.T.（ティーム・ティーチング）の研修、ＮＳに効果的な指導法や
指導にあたっての配慮事項等についての研修等を実施するため、教育
委員会事務局に英語教育コーディネーターを配置

その他

英語教育推進事業

（単位：千円）

平成22年度予算額

(単位　千円)

平成21年度決算額

172,504158,133

全体事業費

主な要求内容

164,829 小学校　延べ10,544時間

報償費 115 115

100

0

研修会会場使用料

中学校　延べ36,550時間

158,133 172,504

250 外国語活動のてびき250×1,000冊

・継続実施

【今後（～24年度】

その他　特記事項スケジュール（経過及び今後展開）

教育委員会事務局　学校教育部

内容・積算等

16,200×12ヶ月・5,000×12ヶ月

6,808

23年度要求額

5,521

6,808

100

184,402

300,000×12ヶ月・264,000×12ヶ月

項目

・小学校…新学習指導要領の全面実施により、小学校外国語活動の年間授業時数が35時間
に増加する。本市では、そのうち10時間についてＮＳを派遣する。
・中学校…文部科学省は英語の授業に週1回以上は外国人が参加することを目標としてお
り、その目標に近づけるため、全中学校において2・3学期にＮＳを配置する。

関連事業

平成23年度要求額

事 業 費

報酬

事 業 名

整理番号 38

小・中学校にネイティブ・スピーカー（ＮＳ）を派遣し、児童生徒が外国の
人々や文化などに興味・関心を持ち、積極的にコミュニケーションを図ろうと
する態度を育成することによって、コミュニケーション能力を高める。
また、小学校外国語活動及び中学校、高等学校の英語科教員の指導力を向上さ
せる。

002 局・課名／　　

6,300×12ヶ月・6,000×12ヶ月402402旅費

2,000×20時間


